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早 合 の 戦略 と 戦術 の 実践 ガイ ド 


デビ ッ ド : マ イア ッ ト 著 


第 1 部 の 理論 : 


武装 蜂起 か 、 指 導 者 の いな い レ ジス タン ス か 、 そ れ と も 合法 運動 か ? 私 た ちの 現状 : 

私 た ちの アー リア 人 文化 、 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 、 そ し て 私 た ちの アー リア 人 種族 その も の が 危険 に さら され て いま す 。 
この 地球 上 の どこ に も 、 ア ー リ ア 人 国家 、 ア ー リ ア 人 の 故郷 は 存在 し ませ ん 。 
アー リア 人 は 自由 の 中 に 住み 、 ア ー リ ア 人 独特 の 生活 様式 に 従っ て 生き て いま す 。 こ れ に は どこ に も あり ませ ん 


地球 に は アー リア 文化 が 守ら れ て いる 場所 が ある の だ ろう か 。 


その 代わ り に 、 世 界 中 の アー リア 人 は 現在 、「 多 民族 社会 」 に 住ん で いま す 。 
習慣 、 生 活 様式 個人 の 名 誉 に 基づく アー リア 人 の 法 の 概念 が 非 合 法 化 され まし た 。 


さら に 、 こ れ ら の 「 多 人 種 社会 」 は 、 生 活 様式 (消費 者 ) に コミ ッ ト し て いま す 。 


資本 主義 ) 、 真 の アー リア 人 、 真 の 戦士 は 、 こ れ ら の 社会 が 積極 的 に 行っ て いる の と 同じ よう に 、 そ れ を 忌 ま わ し く 思っ て いま す 


誇り 高く 反抗 的 に 立ち 向かう アー リア 人 を 嫌がら せ 、 人 迫害 、 投 獄 し 、 さ ら に は 殺 害する 。 


彼ら の アー リア 人 の 文化 、 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 、 ア ー リ ア 人 の 人 種 。 こ れ ら の 協会 は あら ゆる ショ ー を 説明 し ます 


アー リア 人 の 誇り 、 ア ー リ ア 人 の 文化 、 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 を 「 人 種差 別 」 こ と し て 、 そ し て 各国 政府 が 


これ ら の 社会 は 「 人 種差 別 」 と 「 人 種差 別 主義 者 」 に 対し て 公然 と 宣戦 布告 を 行っ て いる 。 
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この よう に 、 ア ー リ ア 人 と し て 考え 、 感 じ 、 行 動 し 生き た いと 願う 私 た ち は 、 

精神 を 奴隷 化し 、 精 神 状 態 を 整え る こと を 決意 し た 占領 軍政 府 

私 た ちの 民族 、 そ し て 最終 的 に は 人 種 を 通じ て 私 た ちの 種族 を 絶滅 させ よう と 決意 し て いる 人 々 
混合 。 現 在 私 た ちの 国民 を 統治 し て いる 政府 は 、 飼 いな らし 、 飼 いな ら そ うと し て いる 


か つて は 君 猛 で 誇り 高き 戦士 だ っ た 民族 で す 。 


60 年 以上 に わた り 、 何 千 人 も の 勇敢 な アー リア 人 男女 が 
私 た ちの 人 々 の 邪悪 な 操作 、 そ し て 徐々 に 起こ る 問題 に つい て 何 か を し よう と し て きま し た 。 
私 た ちの 権利 、 自 由 、 文 化 、 生 活 様式 の 侵食 、 そ し て 私 た ちの 破壊 に つい て 
多 人 種 主義 を 通じ て 祖国 、 祖 国 を 。 こ れ ら の 人 々 の 多く は 、 
投獄 され 、 中 に は 長期 間 投獄 され て いる 人 も いま す が 、 そ の 多く は 殴ら れ 、 嫌 が ら せ 、 脅 迫 さ れ 、 


迫害 され た 。 尊 され た 人 も いま す 。 


年 々 、 ま すま す 抑 圧 的 な 反 ア ー リ ア 人 法 が 導入 され 、 そ の 結果 、 
私 た ち が 言 うこ と 、 行 うこ と 、 書 くにこ と 、 さ ら に は どこ に 行く こと も 制限 され ます 。 年 々 、 ア ー リ ア 人 が 増え て いる 
活動 家 た ち は ス ター リン 主義 者 の よう な 「 夜 明け の 襲撃 」 を 受け 、 文 献 を 求め て 家宅 捜索 され る 
反 ア ー リ ア 人 政府 は これ を 非 合 法 化し た 。 か つて は 物事 が と て も 悪く 、 と て も 抑圧 的 で し た 
アー リア 人 の 国 で ある イギリス で は 、 現 在 で は 、 
反 体 制 的 で 「 人 種差 別 的 」 な 文献 を 所 有 し て お り 、 ア ー リ ア 人 を 組織 し よう と する 犯罪 行為 を 行っ て いる 
アー リア 人 の 戦士 の 理想 に 捧げ られ 、 し た が っ て 軍事 型 を 組織 し よう と する 運動 
メン バー へ の 指導 と トレ ー ニ ング 。 古 代 の 防御 武器 の 携行 さえ も 
アー リア 人 の 権利 、 そ し て 私 た ち 自身 の 名 誉 を 守る と いう 私 た ちの 決意 の し る し は 非 合 法 化 さ れ て いま す 。 
クィ イア の よう な 退廃 的 な 生き 物 に 対す る 嫌悪 感 が 率直 か つ 自 然 に 表現 され る の と 同じ よう に 、 


今 で は 「 ヘ イト スピ ー チ 」 の 閣 印 を 押さ れ て いる 。 
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私 た ちの 人 々 、 そ し て 私 た ちの 生来 の 戦士 と し て の 生き 方 に 対す る この 抑圧 は 悪 で す 。 そ れ は 横暴 で す 。 


し か し 、 私 た ち は 何 を すれ ば いい の で し ょ うか ? ど うす れ ば 反撃 で きる で し ょ うか ? 私 た ち は ど う や っ て 国民 や 文化 の た め に 戦う こと が で きる の で し ょ うか ? 
私 た ちの 生き 方 、 私 た ちの 習慣 に 従っ て 同族 の 中 で 生き る と いう まさ に 自由 の た め に 


そし て 法律 は ? ど うす れ ば アー リア 人 の 祖国 を 自分 た ち で 築く こと が で きる の で し ょ うか ? 


私 た ち は 敵 が 望む ゲー ム を プレ イ す べき で し ょ うか ? 法 的 根拠 を 形成 する ゲー ム 
選挙 に 立つ 平和 的 な 政治 運動 ? し た が っ て 、 私 た ち は 規 則 に 従っ て プレ ー す る べき な の で し ょ うか ? 
私 た ちの 敵 が 作っ た ルー ル で あり 、 彼 ら が 私 た ち が そ う で ある と 信じ る た びに 変更 され ます 
何ら か の 成功 を 収め て いる で し ょ うか ? 英 が 平然 と 権力 を 引き 渡す と 信じ る べき で し ょ うか 


アー リア 人 の 政治 運動 は 選挙 を 通じ て 成功 を 収め る た め の も の だ っ た の で し ょ うか ? 


それ と も 秘密 組織 が いる 場所 で 武装 蜂起 と いう 戦術 を 使う の で し ょ うか 。 
アー リア 人 が 組織 され 都市 部 の 兵士 と し て 募集 され 、 訓 練 さ れ た の だ ろう か ? あ る い は 指導 者 の いな い 抵 抗 、 


一 忠 狼 の 個人 が 妨害 行為 混乱 、 政 治 的 暗 負 行為 を 行う 場所 は どこ で し ょ うか ? 


私 た ち が 受 け 入れ な けれ ば な ら な い 真 実 : 
何 か を 始め る 前 に 、 私 た ち が 受 け 入れ な けれ ば な ら な い 3 つの 基本 的 な 真実 が あり ます 。 
合法 的 で あれ 秘密 裏 で あれ 、 ア ー リ ア 人 の 祖国 を どの よう に 築く か を 考え る 以前 の 活動 で す 。 


そし て 私 た ちの 自由 、 文 化 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 を 回 復 し ます 。 


これ ら 3 つの 基本 的 な 真実 は 次 の と お り で す 。 
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1) 私 た ち 個人 の 人 生 の まさ に 目的 は 、 私 た ちの 民族 、 和 私 た ちの 人 種 を 援助 する こと 、 つ まり 、 


私 た ちの 人 種 に 対す る アー リア 人 の 義務 を 果たす た めで す 。 こ の 義務 は 他 の 何より も 優先 され ます 。 


自分 自身 の 幸福 。 私 た ち 自 身 の 快 適さ の 前 に 。 私 た ち 自 身 の 命 の 前 で さえ 。 私 た ち が 受 け 入 れ 、 そ れ に 基づい て 行動 する 場合 
この 真実 を 知る こと で 、 私 た ち は 戦士 に な る で し ょ う 。 私 た ち は ア ー リ ア 人 と し て 考え 、 行 動 し 、 感 じ 、 行 動 す る で し ょ う 。 そ うし な いと 
この 真実 を 受け 入れ 、 そ れ に 基づい て 行動 し な いで くだ さい 。 私 た ち は 敵 が 私 た ち に 望む も の に な る で し ょ う : 単 な る 

消費 者 資本 主義 社会 の 消費 者 、 単 な る ドロ ー ン 。 破 壊 に 専念 する 社会 


邪悪 で 横暴 な ソー シャ ル エ ンジ ニア リン グ の 名 の も と に 、 自 然 の 多様 性 と 差異 を 。 


2) 私 た ち は 、 好 むと 好ま ざる に か か わら ず 、 自 由 と 社会 の た め の 本 当 の 戦争 に 従事 し て いる と いう こと 。 
私 た ちの 人 種 の まさ に 未来 、 そ し て 私 た ち が 抑 圧 的 な 占領 政府 の 下 で 生き て いる と いう こと 。 

そし て 、 私 た ちの 人 々 を 精神 的 に 操作 し 、 洗 脳 し て いる の で す が 、 誰 が 求め て いて 、 誰 が 実際 に そう し て いる の で し ょ うか ? 
私 た ち が 「 民 主 的 な 」 国 に 住ん で いる と いう 幻想 、 嘘 、 で っ ち 上 げ を 維持 し よう と し て いま す 。 

私 た ち は 、 私 た ちの 政府 が 作り 出し て いる 安全 と 満足 の %J 起 を 見 抜か か な けれ ば な り ま せん 。 

職業 が 作成 し まし た 。 橋 の 中 で 飼 わ れ て いる 動物 た ち は 、 お そら く < 平和 な 生活 を 送っ て いる か も し れ な いし 、 
十分 な 栄養 を 与え られ て いま す が 、 彼 ら は まだ 棋 の 中 に いて 、 自 由 に 、 本 来 の 生活 を 送る こと が で きま せん 。 
自然 の 生息 地 。 


私 た ち は 占 領 政 府 が 試み に 利用 し て いる 幻想 を 見 抜か な けれ ば な り ま せん 
国民 を 楽し ませ 、 気 を 紛 ら わ せ 、 プ ロ パ ガン ダ と 洗脳 を 維持 する た めで す 。 
アー リア 人 の 文化 アー リア 人 の アイ デン ティ ティ 、 ア ー リ ア 人 の 義務 、 ア ー リ ア 人 の こと を 知ら な い 人 々 
運命 、 そ し て それ が 彼ら を わが まま な 消費 者 と 社会 の 労働 者 ドロ ー ン に 変え る 
この 抑圧 を 社会 的 に 実行 し 、 維 持 す る 資本 家 と 退廃 的 な 政治 家 
設計 され た 消費 資本 主義 社会 。 弘 た ち は 、 す べ て の 人 の 生き 方 が 、 


アー リア 人 が 住ん で いる 現在 存在 する 社会 は 非 ア ー リ ア 人 で あり 、 私 た ちの 健康 、 私 た ちの 健康 に 有害 で す 。 
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幸福 私 た ちの 自由 、 そ し て 私 た ちの 未来 その も の 。 こ れ ら の 社会 の 現在 の 生活 様式 は 、 
退廃 的 で 、 不 名 誉 で 、 昌 劣 で 、 戦 士 真 の アー リア 人 の すべ て を 表し て いま す 。 

それ が 私 た ち が 革 命 を 起こ す た め に 戦っ つて いる 理由 で す 。 こ の や り 方 を 破壊 する た め に で す 。 
生き て 、 そ れ を 健康 で 高貴 で 生き 方 を 表現 する も の に 置き 換え て くだ さい 。 


戦士 の 人 生 、 人 格 。 


3) 私 た ちの アー リア 人 の や り 方 は 個人 の 名 誉 の 道 で あり 、 同 志 た ち へ の 絶対 的 な 忠誠 の 道 で ある と いう こと 。 
真 の 友人 、 国 民 に 対す る 義務 を 果たす と いう 決意 を 持っ て いま す 。 こ れ ら は 私 た ち ア ー リ ア 人 を 表現 し て いま す 

キャ ラク ター: 彼 ら は アー リア 人 で ある こと が 何 を 意味 する か を 表現 し て いま す 。 そ れ ら は 私 た ち 独 自 の アー リア 人 の や り 方 の 基礎 で す 
人 生 の 。 私 た ち は ア ー リ ア 人 の 価値 観 が 支持 され る 社会 を 築く た め に 戦 つ てい ます 。 

私 た ち 自 身 も 、 こ れ ら の 価値 観 、 こ れ ら の 理想 の た め に 生き る た め に 努 力 し 、 必 要 で あれ ば 死ぬ 必要 が あり ます 。 

これ ら 3 つの ラ 基本 的 な 真実 を 受け 入れ た 場合 に の み 、 私 た ち は 次 の よう な 困難 な 課題 に 取り 組み 始め る こと が で きま す 。 


勝利 を 目指 し て 努力 し て いる 。 


私 た ちの 勝利 へ の 道 : 
私 た ち は 、 ま さ に 生存 の た め 、 そ し て 私 た ちの 種族 の 将来 の た め に 戦争 を 戦っ て いる の で すか ら 、 
私 た ち は 、 導 入 す る た め の 資 源 、 権 力 、 影 響 力 を 持つ 強力 な 敵 と 戦っ て いま す 。 
私 た ちの 人 種 を さら に 飼い な らし 、 飼 いな ら す た め の 新 し い 法律 新しい 社会 的 お よび 政治 的 法律 、 そ し て 


私 た ちの 自由 、 つ まり 私 た ちの 種族 の 将来 その も の が 危機 に 賞 し て いる の で 、 私 た ち は 自 分 自身 を 制限 する 余裕 は あり ませ ん 


戦術 の 選択 に お いて 。 


戦場 で 軍隊 を 指揮 し 、 求 め て くる 強大 な 敵 と 対 財 す る 将軍 は いな い 


彼 の 死 と 彼 の 全 軍 隊 の 死 は 、 彼 に 「 そ れ は で き な い 」 と 上 忠告 し た 顧問 の 言う こと を 聞く だ ろう 。 


特定 の 戦術 を 採用 する の は 、 こ れ ら の 戦術 が 一 部 の 民間 人 に よっ て 不適 切 と みな され る 可能 性 が ある た めで す 。 
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戦場 か ら 遠 離れ た 故郷 。 こ の 将軍 な らき っ と 気 に し な い だ ろ う 


将来 の 学術 歴史 家 が 彼 の 戦術 に つい て どの よう な 判決 を 下す だ ろう か 。 将 軍 に と っ て 、 


そし て その 軍隊 に と っ て 、 そ れ は 勝利 の 問題 で あり 、 生 と 死 の 問題 で ある 。 そ れ は 怠 愉 な 、 あ る い は 見 栄 を 張っ た 学者 で は あり ませ ん 


現実 か ら 切り 離さ れ た 議論 。 


この よう な 状況 下 で アー リア 人 の 持 軍 が 用 いる 唯一 の 基準 は 、 自 分 が 


戦術 が 功 を 奏し 、 そ れ が 名 誉 ある も の で あれ ば 、 つ まり 戦士 に 適し て いる の で あれ ば 。 


1) 合法 的 な 政治 的 お よび 社会 的 組織 また は 政党 。 


2) 組織 的 な 反乱 を 通じ た 圧 制 に 対す る 積極 的 な 抵 所 。 


3) リー ダー の いな い (また は 一 匹 狼 ) 活 動 に よる 積極 的 な 抵抗 。 


大 切な の は 我々 が 戦う こと だ 。 必 要 で あれ ば 、 ど の よう な 戦術 を 使用 する か は 問題 で は あり ませ ん 。 
実用 的 か つ 名 誉 な こと で す 。 つ まり 、 戦 術 の 選択 に 対す る 唯一 の 本 当 の 制限 は 、 
それ は 、 彼 ら が 敵 に 対し て 効果 的 で ある か 、 あ る い は 効果 的 で ある 可能 性 が ある こと 、 そ し て 彼ら が 名 誉 ある こと で ある と いう こと で す 。 
実際 に は 、 戦 争 規則 や 交戦 規則 が 定め られ て いる た め 、 こ れ は 大 き な 制 限 で は あり ませ ん 。 
戦争 時 に 戦闘 具 が 従う た め に ダウ ン し ます 。 こ れ ら の ルー ル に 従う こと で 、 私 た ち は 次 の よう に な り ま す 。 


名 誉 ある 。 


これ ら の 規則 は 、 公 の 宣戦 布告 が な けれ ば な ら な いこ と を 規定 し て いま す 。 彼 ら 5 が それ を 指定 し て いる の で 、 
その よう な 戦争 で 戦う 人 は 誰 で も 軍事 組織 の 軍人 で な けれ ば な り ま せん 。 


軍隊 の 一 部 。 


Machine Translated by Google 


し た が っ て 、 私 た ち は 必 要 な 3 つの 戦術 を 使用 する こと が 道徳 的 に 正当 化 さ れ ま す 。 
治 的 権力 を 求め る 合法 的 な 運動 。 組 織 的 な 暴動 に よる 積極 的 な 抵抗 活動 、 


そし て 「 リ ー ダ ー の いな い 」、 つ まり 一 了 匹 狼 の 抵抗 で す 。 


積極 的 抵抗 に 対す る 異議 : 


積極 的 な 抵抗 戦術 、 つ まり 組織 的 な 抵抗 戦術 に 対し て 提起 され た 主 な 反対 意見 
反乱 と 指導 者 の いな い (一 叱 狼 ) 活 動 - それ が 政府 を 主導 する の か 、 あ る い は 主導 する 可能 性 が ある の か 
より 抑圧 的 な 法律 を 導入 する 日 で あり 、 ア ー リ ア 人 を 直接 禁止 する 可能 性 が ある 


治 団体 。 


これ は 真実 か も し れ ま せん が 、 現 実は 次 の と お り で す 。 


1) 私 た ち は す で に 積極 的 な 抵抗 を する こと な く 、 圧 制 的 な 政策 を と っ て いる 。 

アー リア 人 の 政治 組織 が で きる こと 、 そ の 指導 者 の 行動 を 制限 し た 政府 

そし て メン バー は 公 の 場 で 発言 し た り 行 動 し た り で きる の か 、 そ し て それ ら の 組織 が どの よう な 文書 を 作成 で きる の か 、 
所 持 し 配布 する こと 。 年 々 、 こ の 圧 制 は 増大 し て いる 。 過 去 30 年 間 に わ た っ て 、 

何 年 に も わた っ て 、 ス ター リン 主義 型 マル クス 主義 が こっ そり と 央 脱 に よっ て 導入 され 、 現 在 に 至る まで 、 私 た ち は こ う せ ざ る を 得 ませ ん 。 
抑圧 的 な 暗号 マル クス 主義 社会 、 つ まり 、 抑 圧 的 な 社会 に 住ん で いま す 。 
表面 上 の 名 前 以外 は マル クス 主義 者 静か に 、 ほ ぼ 無 血 の マ ルク ス 主 義 革命 が 起こ っ た 。 


2) 「 平 和 」 手 段 に 特 化し た これ ら の 政治 組織 は 、 ほ と ん と 成果 を 上 げ て いな い 。 
過去 30 年 か ら 40 年 に わた り 、 苦 労 し て 稼い だ 巨額 の 寄付 に も か か わら ず 、 何 も 起こ ら な か っ た 。 
何 千 人 も の 献身 的 な 支持 者 の 尽力 に も か か わら ず 、 選 挙 活動 に 費やさ れ ま し た 。 
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そし て この 間 、 私 た ちの 権利 と 自由 は 奪わ れ て きま し た 。 私 た ちの 文化 や 生活 様式 は 

抑圧 され 、 非 合法 化 さ れ て いる 。 国 民 が 操作 され 、 洗 脳 さ れ 続 け て いる 一 方 で 。 そ し て 

か つて アー リア 人 だ っ た 私 た ちの 国々 は 、 他 の 人 種 を 歓迎 し 、 受 け 入れ 続け て いま す が 、 

約 50 年 後に は 、 私 た ち ア ー リ ア 人 は 自国 の 少数 派 に な か る で し ょ う 。 白 人 の 運命 

か つて ロー デシ ア だ っ た 地域 の 農民 た ち は 、 私 た ちの 将来 を 示唆 し て いま す 。 

何ら か の 形 で 存在 し て きた ある 政治 組織 を 考え て み ま し ょ う 。 

1960 年 代 後 ギ か ら の イギリス 。 30 年 を 経た 今日 、 選 挙 の 候補 者 は 投票 率 が 低い こと が 多い 


得票 数 は 「 緑 の 党 」 を 上 回 っ た 。 


実際 の と ころ 、 こ れ ら の 組織 に は 2 つの 重要 な 要素 が 欠け て いま す 。1 つ は 、 本 物 で 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 与え 、 
カリ スマ 性 の ある 、 リ ー ダ ー。 第 二 に 、 社 会 に お ける 適切 な 社会 的 お よび 政治 的 状況 。 成 功 す る こと 、 得 る こと 
治 権力 に 近い と ころ に は 、 強 く 、 名 誉 あ る 、 妥 協 の な い リ ー ダ ー が 必要 で す 。 
国民 へ の 真 の 愛 に 基づい て 行動 し 、 そ の 両方 を 放射 する 名 誉 ある 人 物 
本 物 の 愛 、 本 物 の 心配 り 、 そ し て あら ゆる 困難 に 打ち 勝つ 決意 。 そ し て 
その よう な リー ダー が 成功 する に は 、 適 切な 社会 的 、 政 治 的 条件 が な けれ ば な り ま せん 。 
それ は 根本 的 な 変化 新しい 秩序 を 求め る 国民 の 願望 で な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 質量 が な けれ ば な ら な い 


不満: 必 命 前 の 状況 。 


問題 は 私 た ち に は その よう な 社会 的 リー ダー が いな いこ と で す 。 
政治 的 状況 。 そ し て 私 た ちの 敵 は 、 こ れ ま で 努力 し て きた し 、 努 力 し て いる し 、 こ れ か ら も 努力 する だ ろう 。 
私 た ちの 従業 員 の 満足 度 は 、 十 分 に 娯楽 が あり 、 十 分 に 気 を 散ら し 、 十 分 な 栄養 を 摂っ て いる こと で す 。 現 時 点 で は 、 
私 た ちの 国民 の 大 多数 は 、 占 領 政 府 に よっ て 精神 的 に 操作 され て お り 、 
彼ら は 自分 た ちの アー リア 人 の 文化 や アー リア 人 の 生活 様式 に つい て 知り ませ ん し 、 単 に そう で は あり ませ ん 。 


彼ら の 種族 の 将来 を 心配 し て いる 。 彼 ら は アイ デン ティ ティ や 文化 を 失い まし た 。 そ し て 、 
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自分 た ちの 人 生 の 本 当 の 目的 に 気づか ず 、 あ る が まま に 操作 され 、 信 じ て き た の で す 。 
消費 者 資本 主義 の 「 多 人 種 r 桂 会 の 卑劣 な 価値 観 と 考え を 受け 入れ る 。 


人 生 の 目的 は 自己 満足 で あり 、 個 人 的 な 幸福 で ある と 考え られ て いま す 。 


積極 的 な 抵抗 は 、 政 治 的 お よび 社会 的 変化 を 支援 する 手段 で す 。 
アー リア 人 の 政治 組織 が 利用 で きる 条件 。 つ まり 、 能 動 的 抵抗 は 、 
これ は 勝利 を 達成 する た め の 全体 的 な 戦略 の 一 部 で あり 、 そ の 勝利 に は 実際 に 不可 欠 で す 。 
この 抵抗 は 私 た ちの 社会 を その まま 継続 し 私 た ちの 人 々 は アー リア 人 の アイ デン ティ ティ を 失い 、 


そし て 彼ら の 運命 を 迎え る た め に 盲目 的 に 前 進 し ます 。 こ の 積極 的 な 抵抗 が な けれ ば 、 私 た ち は こ うな っ て し まい ます 。 


この 資本 主義 消費 社会 の 棋 の 中 で 永遠 に 生き る 運命 に あり 、 

私 た ちの 卑劣 な 敵 が 私 た ち を 卑屈 で 飼い な ら す た め に 作り 上 げた 鎖 。 

積極 的 な 抵抗 は 、 私 た ち を 縛り 付け る 精神 的 、 社 会 的 、 政 治 的 な 鎖 を 断ち 切る 手段 で す 。 

人 々 : 彼 ら を 無気力 、 皆 迷 状 態 か ら 救 い 出す た めで す 。 積 極 的 な 抵抗 そし て それ だ け で す 。 
積極 的 な 抵抗 - 必要 と され て いる 革命 的 状況 を 支援 、 ま た は 引き 起こ す 手段 で す 

私 た ち が 政 治 的 、 社 会 的 権力 を 獲得 また は 掌握 し 、 ア ー リ ア 人 だ け の 国家 を 築く こと が で きる よう に する た めで す 。 
私 た ち が ア ー リ ア 人 の 法律 に 従っ て 自由 に 暮らす こと が で きる 私 た ち 自 身 の 故 独 


税関 。 


簡単 に 言え ば 、 積 極 的 な 抵抗 と 合法 的 な 政治 組織 は 両方 と も 必要 で す 。 
勝利 の た め に 必要 な も の 。 そ し て 政府 が 積極 的 な 抵抗 の た め に さら に 多く の 政策 を 導入 し た 場合 、 
抑圧 的 な 法律 を 制定 し 、 政 治 団体 を 直接 禁止 すれ ば 、 そ れ は さら に 強化 され る だ け で し ょ う 
私 た ちの 努力 。 政 治 組織 の 優れ た リー ダー、 真 の リー ダー は 、 次 の よう な スキ ル を 持っ て いる で し ょ う 。 


その よう な 課題 に 立ち 向かう 能力 が あれ ば 、 必 要 に 応じ て その よう な 組織 の 名 前 を 変更 する だ け で す 。 
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また は 、 別 の ゲー ム を 作成 し ノル ー ル に 従っ て 巧み に 政治 ゲー ム を プレ イ し 続け る こと も で きま す 。 


英 が 作っ た も の 。 


その よう な 指導 者 が 現れ る まで 、 ど の よう な 政治 組織 が 存在 する の か 、 あ る い は どの よう な 政治 組織 が 作ら れる の か は 分 か ら な い 。 
私 た ち が 必 要 と する 革命 、 社 会 的 、 政 治 的 権力 は ほとん ど 達 成 で きず 、 も ちろ ん 達成 で きま せん 。 
し た が っ て 、 そ の よう な 政治 組織 が 現在 、 積 極 的 な 抵抗 に 対し て 使用 し て いる 主張 は 次 の と お り で す 。 


関係 な い 。 


私 た ちの 状況 を 考え る と 抑圧 的 な も の の 邪悪 な 性 質 を 考え る と 、 そ れ を 繰り 返さ な けれ ば な り ま せん 。 
私 た ち は 圧 制 の 下 で 生活 する こと を 強い られ て お り 積極 的 な 抵抗 は 道徳 的 に 正当 化 さ れる だ け で な く 、 


義務 。 


現実 に は 、 我 が 国 の 人 々 は 革命 か 戦争 か 体制 の 崩壊 を 必要 と し て いる 
彼ら が 陥っ て いる 無気力 、 貸 迷 、 退 廃 か ら 彼ら を 振り 払う た め に 、 再 び 立 ち 上 が る た め に 。 
彼ら の 祖先 の 戦士 の 血 の 熱 。 彼 ら は 再び 人 生 の 厳し い 現実 に 直面 する 必要 が あり ます 。 に 
人 生 を 変え る 、 あ る い は 命 を 脅かす 困難 な 決断 を 下さ な けれ ば な ら な い : 大 き な 課 題 に 直面 する 
克服 せよ 、 そ れ が 人 格 を 育み 、 人 間 の 最高 の 部 分 、 そ し て 両方 の 人 間 の 最高 の 部 分 を 生み 出す か ら で あ る 


そし て 女性 た ち 。 


人 々 は 正しい こと を する か 、 正 し いこ と を する か の 選択 を 迫 ら れ ま す 。 
必要 な こと 、 名 誉 あ る こと 、 間 違っ た こと を する こと 、 不 名 誉 な こと 。 全 体 
この 退廃 的 な 物質 主義 的 消費 資本 主義 社会 が 私 た ちの 人 々 を 取り 囲む 聞 
打ち 砕 か な けれ ば な り ま せん 、 こ れ が 私 た ち が 邪 悪 で 抑圧 的 な 多 民 族 国 家 を 破壊 で きる 唯一 の 方 法 だ か ら で す 


私 た ち が 強 制 さ れ て いる 圧 制 。 こ の 圧 制 が 私 た ちの 種族 と 土地 を 破壊 し て いる か ら で す 。 
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多 人 種 社会 を 「 ソ ノー シャ ル エ ンジ ニア リン グ 」 す る と いう 邪悪 な 政策 と 、 裸 の 資本 主義 を 通じ て 
貸 欲 。 
私 た ち は 、 こ の 多 民族 社会 が 人 種 的 社会 で ある と いう 真実 を 知り 、 記 憶 し 、 そ れ に 基づい て 行動 し な けれ ば な り ま せん 。 


か つて 誇り 高かっ た 戦士 で ある アー リア 人 民族 の 大 量 虐殺 。 


私 た ち が 知 り 、 感 じ な い 限 り 、 戦 争 も 革命 も 崩壊 も あり ませ ん 。 
理解 で きる 人 が それ を 作成 し ます 。 私 た ち が 目 覚め な い 限 り 、 私 た ちの 人 々 が 目覚 め る こと は あり ませ ん 
その よう な こと を 通し て 彼ら を 。 私 た ちの 土地 、 私 た ちの 人 々 の 将来 は まさ に 私 た ち に か か っ て いま す 。 
この 退廃 的 な 物質 主義 社会 の 構造 全体 は 次 の よう な 手段 に よっ て 破壊 され 、 破 壊さ れ な けれ ば な り ま せん 。 
その よう な た め に は 、 ど ん な 手段 が 必要 で 現実 的 で あっ て も 、 そ し て 私 た ち が ど れ ほ ど 冷 酷 で な けれ ば な ら な いと し て も 、 
私 た ちの 人 々 と 土地 を 救い 、 私 た ち が 自 由 に 生き られ る よう に する た め に は 、 冷 酷 さ が 今 必要 で す 
そし て 、 私 た ち は 生 き な け れ ば な り ま せん : 私 た ちの 高貴 な 法律 と 伝統 に 従っ て 、 私 た ち 同 胞 の 間 で 


武士 の 文化 


圧 制 に 対す る 現代 の 積極 的 な 抵抗 の 性 質 : 


圧 制 に 抵抗 し 、 打 倒す る に は 、 行 動 が 必要 で す 。 そ れ は 人 々 に よる 一 致 団結 し た 努力 で す 。 
抑圧 され て いる 人 た ち 。 つ まり 積極 的 な 抵抗 が 必要 で す 。 こ の 抵抗 は 
整頓 され た 。 し か し 、 私 た ちの 状況 を 考え る と , 効 果 的 か つ 実 践 的 な 方 法 で 組織 化す る 必要 が あり ます 。 私 た ち は し な けれ ば な り ま せん 
過去 30 年 か ら 40 年 の 教訓 を 学び まし ょ う 。 こ れ は 、 ま っ た く 新しい タイ プ の 
現代 の レジ スタ ンス 組織 。 ア ー リ ア 解 放 軍 (ALA) は その よう な 組織 で す 。 
私 た ちの 抑圧 的 な 時 代 に 適し て お り 実践 的 な も の 、 戦 争 か ら 学 ん だ こと に 基づい て いま す 。 


過去 。 
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それ は その 目的 と 戦術 に 共感 し 、 次 の こと を 暫 う 人 々 で 構成 され て いま す 。 
宣言 し た 戦争 に 積極 的 に 参加 する 。 こ の よう に 組織 と 一 体 化す る こと で 、 
そし て 碑 い を 立て る こと に よっ て 、 こ れ ら の 人 々 は この 軍隊 の 兵士 と な り ま す 。 こ れ ら の 人 々 の ほとん ど は 、 そ し て 
彼ら は それ ぞ れ が どの よう な 仕事 に 取り 組む の か 、 何 を する の か を 決め る の で 、 お 互い に は わか り ま せん 。 


彼ら は 敵 と 交戦 する た め に 使用 する 戦術 を 使用 し ます 。 


ALA は 、 戦 争 が 終わ り 勝利 を 収め る まで 存在 し 、 機 能 し 続け る で し ょ う 。 
これ は 真 の 人 民 解 放 軍 で す 。 生 み 出さ れ た 圧政 に 抵抗 する 人 民 で す 。 


彼ら は 、 そ の 目的 、 目 標 、 抵 抗 の 方 法 に よっ て 、 今 も そし て これ か ら も イン スピ レー ショ ン を 受け て いま す 。 


し た が っ て 、 敵 に よっ て 解任 され る 最高 司令 官 は 一 人 も いな い 。 階 層 は あり ませ ん 
個人 は 捕らえ られ 、 投 獄 され る 。 中 央 本 部 が 襲撃 され て 破壊 され る こと は あり ませ ん 。 そ れ は その よう な も の で す 
それ は 、 誰 の 「 人 格 」 や 、 誰 の 「 首 長 」 も 持た な いと いう 性 質 で あり 、 し た が っ て 、 敵 が で きる 人 も いな い の で す 。 
信用 を 傷つけ た り 、 噂 を 広め た りす る 。 し た が っ て 、ALA は 此 細 な 口論 や 衝突 の 影響 を 受け ませ ん 。 
多く の 旧態 依然 と し た 組織 を 破壊 し 、 


結局 の と ころ 、 そ れ ら は 無力 で あり 、 敵 に よっ て 簡単 に 妨害 され ます 。 


し た が っ て 、ALA は アイ デア で あり 理想 で あり 、 現 実 で も あり ます 。 そ れ は 決し て あり 得 な い 性 質 で す 
Z0G の スパ イ や エー ジェ ント が 決し て 侵入 で き な い の と 同じ よう に 、 敵 に よっ て 破壊 され ます 。 
一 人 の 人 が その 目的 、 理 想 を 生き 続け る 限り 。 一 人 の 人 が その 名 に お いて 行動 する 限り 。 そ れ で 
誰か が 忠誠 の 碑 い を 立て て アー リア 解放 の 兵士 に な る 限り 


軍隊 よ 、 敵 に 征服 され ず に 生き 残る だ ろう 。 
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それ は 最初 は 小 規模 で 、 お そら く 個 人 的 な 、ALA の 名 に よる 抵抗 行為 で す 。 
それ が 最終 的 に は 勝利 に つなが る 重要 な の は 行動 で あり 、 重 要 な の は 積極 的 な 抵抗 だ か ら 
圧政 に 。 重 要 な の は 、 こ れ ら の 抵抗 行為 が どれ だ け 長 く 続い て も 続く と いう こと で す 。 何 
重要 な の は 、 他 の 人 が こう し た 抵抗 行為 に 触発 され て 何 か を する と いう こと で す 。 
ALA に つい て 重要 な こと は 、 柄 極 的 な 抵抗 を 行う 和信 々 に アイ デン ティ ティ 、 つ まり アイ デン ティ ティ を 与え る こと で す 。 
構造 有明 9、 そ し て 私 た ちの 政府 と 戦っ て いる 他 の 同志 た ちと の 連帯 感 。 


職業 。 


一 忠 狼 の 抵抗: 


この 用 語 (ロー ン ウ ルフ レジ スタ ンス ) は 、 リ ー ダ ー な し の レジ スタ ンス より も 好ま れ ま す 。 
個人 は 効果 的 に 行動 し 、 名 誉 ある 方 法 で 行動 する た め に 、 リ ー ダ ー シ ッ プ 、 
アー リア 解放 軍 (ALA) と いう 組織 の 戦略 と 戦術 を 引き 受け ます 。 
一 匹 狼 の 抵抗 戦術 を 名 誉 あ る も の と し て 遂行 する に は 、 個 人 は 忠誠 を 碑 わ な けれ ば な り ま せん 。 
名 誉 の ため に ALA に 感謝 し 、 何 ら か の 活動 や 行動 を 行う 際 に は ALA を 着用 し て くだ さい 
記章 、 つ まり 死 の 頭 、 お よび 規則 と 規則 で 指定 され て いる 腕章 。 
その 個人 は 、ALA を 代表 し て 行動 する 兵士 と な り 、 逮 捕 ま た は 投獄 され た 場合 に は 、 
理由 が 何で あれ 、 戦 争 規則 に 従っ て 捕虜 と し て 扱う こと を 要求 する こと が で きる ( 
この 例 で は 、 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 ) 、ALA が 対 ジ ュ ネ ー ブ 条 約 に 対し て 公 の 宣戦 布告 出し た た め 、 


私 た ちの 占領 政府 。 


これ ら の 個人 は 、 国 内 の 誰か と 直接 、 個 人 的 に 連絡 を 取る 必要 は あり ませ ん 。 


陸軍 : そし て 実際 、 こ れ は 逆 効果 で ある だ け で な く 孤独 な 国 の 規則 に も 反する だ ろう 。 
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狼 の 抵抗 


組織 的 な 反乱 : 
これ に は 、 個 人 の グル ー プ が 活性 な ALA 細胞 を 形成 する こと が 含ま れ ま す 。 
アク ティ ブ サー ビス ユニ ッ ト (ASU) に 分 割 し 、 ど の よう な アク ティ ビ テ ィ や アク ショ ン を 実行 する か を 決定 し ます 。 


この よう な ASU は 、3 人 か ら 7 人 程度 の 個人 で 構成 され る 必要 が あり ます 。 


こう し た 人 々 に と っ て 、 長 年 に わた る 友人 、 あ る い は 同志 で ある こと が 重要 で す 。 
ASU の すべ て の 人 が 他 の すべ て の 人 の 背景 、 詳 細 な 人 生 史 を 知る こと が で き 、 
し た が っ て 、 彼 ら に 自信 と 信頼 を 持っ て くだ さい 。 理 想 的 に は 、 す べ て の 人 が それ ぞ れ の 近く に 住む べき で す 。 
他 の 人 は 、 外 部 か ら 参加 し よう と する 人 を 疑う 必要 が ある た めで す 。 も し 


個人 が 希望 する 場合 は 、 他 の 個人 の 前 で 宣 装 を 行う 、 ま た は 再 確認 する こと が で きま す 。 


アス 。 


付録 |: 忠誠 の 玖 い 
私 は アー リア 解放 軍 の 兵士 と し て の 義務 を 果たす こと を 名 誉 に か け て 訴 い ます 
それ は 、 自 由 で 独立 し た アー リア 人 の 祖国 の た め に あら ゆる 手段 を 使っ て 戦う こと だ 


そこ で は 私 の 民 が アー リア 人 の 習慣 と 法律 に 従っ て 暮らす こと が で きま す 。 


私 は 名 誉 に か け て 、 ア ー リ ア 解 放 軍 の 仲間 の 兵士 た ち に 忠実 で ある こと を 暫 い ます 。 


私 は アー リア 解放 軍 の 規則 と 規則 に 従う こと を 区 い ます 。 


付録 ll: ALA の 規則 と 規制 


1 ) 組 織 の 名 称 は アー リア 解放 軍 と する 。 
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2) 組織 の 目的 は 、 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 を 支持 し 、 ア ー リ ア 人 を 擁護 する こと で ある 。 

名 誉 、 忠 誠 、 国 民 へ の 義務 の 価値 観 を 1 持ち 、 あ ら ゆ る 手段 を 使っ て 積極 的 に 戦う こと 。 

この 生き 方 や 価値 観 に 反対 する 人 々 、 そ し て 社会 を 抽 圧し よう と する すべ て の 人 々 。 

アー リア 人 よ 、 ア ー リ ア 人 が 住め る 自由 で 独立 し た アー リア 人 の 祖国 を 創る こと が で きる よう に 


自分 た ちの 習慣 や 法律 に 従っ て 。 


3) アー リア 解放 軍 の 記章 は 「 死 の 頭 」 と する 。 
目立つ よう に 着用 され 、 右 腕 に 着用 され る 黒い 腕章 と と も に 、 


アー リア 解放 軍 の 制服 。 こ の 制服 は 兵士 が 活動 中 に 着用 する も の で す 


サー ビス 。 


4) 忠誠 の 装い を 立て る こと に よっ て 、 人 は アー リア 解放 軍 の 兵士 と な り ま す 。 


その 瞬間 か ら 、 兵 士 は 現役 に 適し て いる と みな され る も の と し ます 。 


5) すべ て の 兵士 は 、 ア ー リ ア 人 解放 の 目的 を 達成 する た め に 努力 し 、 自 ら の 義務 を 遂行 する よう 努め な けれ ば な ら な い 
軍 。 こ れ に は 、 ア ー リ ア 解 放 軍 の 兵士 と し て の 現役 勤務 が 含ま れ ます 。 

奉仕 と は 、 い か な 戦術 的 方 法 や 手段 に よっ て も 積極 的 に 敵 と 交戦 する こと を 意味 し ます 。 
状況 や 状況 を 考慮 し て 、 適 切な 時 期 に いつ で も 。 


兵士 に 仕え る 。 


6) 現役 兵士 は 現役 か ら 引 退 し 、 ア ー リ ア 人 か ら 除 隊 す る こと し か で き な い 。 


解放 軍 、 現 役 引退 宣言 を 取る 。 
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7) すべ て の 兵士 は 、 公 共 の 場 で 、 ふ さわ し く 名 誉 ある 態度 で 行動 する こと が 期待 され る 


アー リ ア 人 の 戦士 。 


付録 I: 現役 紀 宣 言 
私 は で oo . 日 付 ] 以降 、 ア クティ ブ な 活動 を 停止 する こと を ここ に 宣言 し ます 。 


兵役 を 終了 し 、 ア ー リ ア 解 放 軍 の 兵士 で な く な る 。 


付録 IV: ALA の 宣戦 布告 
私 た ち ア ー リ ア 解 放 軍 は 、 私 た ちの 間 に 戦争 状態 が 存在 する こと を ここ に 宣言 し ます 
そし て 我々 の この 土地 を 統治 する 反 ア ー リ ア 人 占領 政府 。 
その 社会 的 政治 的 、 経 済 的 政策 は 、 抑 圧 と 抑圧 を 促進 し 、 促 進 し 続け て いま す 。 
私 た ちの アー リア 人 文化 、 ア ー リ ア 人 の 生活 様式 の 破壊 、 そ し て 他 の 人 々 と の 協力 に よる 
反 ア ー リ ア 人 政府 と その 他 の 反 ア ー リ ア 人 勢力 は 積極 的 に 推進 し 、 積 極 的 に 活動 し て いる 


私 た ちの 高 貢 な アー リア 人 種 の 虐殺 を 奨励 し て いま す 。 


し た が っ て 、 私 た ちの 名 誉 、 私 た ちの 自由 、 私 た ちの 土地 、 私 た ちの 人 々 、 私 た ちの 未来 の た め に 、 私 た ち は 


戦い に 身 を 投じ る 。 


付録 V: 軍隊 の 性 質 


(アー リア 解放 軍 は な ぜ 軍 隊 な の か ) 
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兵士 は 軍隊 の 一 員 で ある 人 と 定義 され 、 人 は 軍隊 に な り ま す 。 
忠誠 の 痺 い を 立て る と き の 兵 士 。 そ の 後 、 規 則 や 規制 に 拘束 され ます 


彼ら が 参加 し た 軍隊 の 。 


軍隊 は 組織 され た 兵士 の 集団 と し て 定義 され ます 。 そ し て 整理 する こと は 提供 する こと で す 
構造 瀬 縁 に 入れ て 整理 整頓 する こと 。 の 手配 を する た め 。 

ALA は アク ティ ブ な セル (ASU) と 個々 の 一 臣 狼 の 活動 家 で 組織 され て いま す 。 
これ ら の ASU を 指揮 する た め の 構 造 (目的 、 方 法 、 戦 術 、 忠 誠心 な ど ) を 提供 し 、 


共通 の 敵 に いる 活動 家 た ち 。 


パー ト | 実践 ガイ ド 
導入 
以下 の 項目 は 国家 社会 主義 革命 家 、 つ まり 準備 が で き て いる 人 向け で す 。 
本 物 の 戦士 の よう に 生き 、 行 動 し 、 そ し て 必要 に 応じ て 死ぬ こと 。 本 当 の 戦士 と は 、 行 動 す る 人 で す - 
実際 に 戦争 行為 を 行う - そし て エリ ー ト 戦士 と は 、 ど ん な こと で も 引き 受け る 準備 が で き て いる 人 の こと で す 
戦争 で 勝利 を も た ら す 、 ま た は 勝利 を 助け る た め に 行動 が 必要 で す 。 ア ー リ ア 人 と し て 私 た ち が 今 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 
彼ら が 与え た 自由 を 取り 戻す た め に 、 私 た ちの 本 当 の 敵 と 本 当 の 戦争 を 戦い まし ょ う 。 


私 た ちの 敵 が 私 た ちか ら 奪っ た の で す 。 


これ ら の 敵 は 私 た ち 自 身 の アー リア 人 の 土地 を 圧政 的 に 支配 し て お り 、 私 た ち は 生 きる こと を 余儀 な くさ れ て いま す 
圧 制 的 な 占領 政府 の も と で 。 国 家 社 会 主義 革命 家 は 自由 だ 
この 占領 政府 に 抵抗 する 戦闘 員 た ち 。 昨 今 、 私 た ち に 必要 な の は 、 
聖戦 を 戦う - 私 た ち は 自 由 と いう 大 義 の 正義 に 対す る 熱狂 的 な 信念 を 持た な けれ ば な り ま せん 。 


話し 合い 、 平 和 的 手段 で 自由 を 求め る 時 代 は 終わ っ た こと を 理解 する 必要 が あり ます 。 
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現時 点 で 私 た ちの 聖戦 が 採り 得る 最も 効果 的 な 形態 は 、 私 た ち に 対す る 秘密 裏 の 直接 行動 で ある 。 
敵 が 誰 で あろ うと 、 ど こ に いて も 私 た ちの 敵 に は 教訓 を 与え な けれ ば な り ま せん 。 


これ か ら は 毎年 その 教訓 を 思い 出さ な けれ ば な り ま せん 。 私 た ちの 敵 は そこ に 入る 方 法 を 学ば な けれ ば な り ま せん 


彼ら の 命 へ の 恐怖 。 


この よう な 直接 行動 は 私 た ちの 自由 を 取り 戻し 、 
私 た ちと 私 た ちの 子孫 に と っ て 、 真 の アー リア 人 の 故郷 で す 。 そ れ は 絶望 か ら 生 まれ た 政策 で は な く 、 
ある い は 希望 を 諦め た か ら で す 。 私 た ち は 単 に 、 古 い 平 和 的 戦術 が 、 
50 年 以上 に わた っ て 追求 され て きた 「 選 挙 活動 」 は 失敗 に 終わ っ た 。 こ の 新しい 戦略 の 概要 は 、 


この 小 民 子 の 第 2 部 は 、 私 た ち が 勝 つた め の 手 段 で す 。 


今 は 私 た ちの 種族 に と っ て 重要 な 時 期 で す - 私 た ち が 戦っ て 自由 を 取り 戻す か 、 そ れ と も 私 た ち が 戦う か の どちら か で す 
抑圧 に 耐え 、 最 終 的 に は 私 た ちの 種族 を 絶滅 さす て し まう の で す 。 あ まり に も 長い 間 、 私 た ち は 
間違っ た 戦略 に 従い 、 間 違っ た 戦術 を 使用 し た 一 あま り に も 長い 間 、 私 た ち は 以下 の こと を 守 ろ うと し て きた 
シス テム の 規則 と 法律 。 私 た ちの 敵 が 意図 し て 作っ た 規則 や 法律 。 
私 た ち を 管理 下 に 置き 、 国 民 を 奴隷 に し 続け て いま す 。 あ まり に も 長い 間 、 私 た ち は 
成功 を 収め て 自分 た ち を 政権 に 就 か せる こと を 望ん で いる 敵 た ちの 選挙 ゲー ム 。 
私 た ち が 成 功 を 収め て いる よう に 見 える た びに 、 敵 は この ゲー ム の ルー ル を 変え まし た - 
私 た ち が 発言 し た り 書い た り で きる こと を 制限 し 、 


私 た ち が 自 分 自身 を 守る こと を や め 、 公 の 集会 、 集 会 、 行 進 を や め さ せ て くだ さい 。 


不正 行為 を し た 不 和 名 堂 な 相手 と の 一 方 的 な ゲー ム を プレ イ す る 時 間 は 次 の と お り で す 。 
以上 。 私 た ちの 敵 は 私 た ち に 宣戦 布告 し まし た - そし て 今 、 私 た ち は 彼 ら に 対し て 公 に 宣戦 布告 し まし た 。 


私 た ち は 、 彼 ら の 家 や 職場 な ど 、 ど こ に いて も 闘い を 挑む 準備 が で き て いま す 。 も し 持っ て いれ ば 
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必要 で あれ ば 容赦 な く 行動 する 勇気 が あれ ば 、 私 た ち は 勝つ こと が で きま すし 、 勝 つ で し ょ う 。 私 た ち が 拒否 し た 場合 、 
理由 が 何で あれ 、 今 必要 な こと を する た め に 、 私 た ち は 奴 隷 に され 、 い じ め ら れ 、 
私 た ちの 種族 を 絶滅 さす て くだ さい 。 私 た ち 一 人 一 人 に 選択 肢 が あり ます 。 私 た ちの 自由 と 私 た ちの 


未来 は その 選択 に か か っ て いま す 。 


アー リア 人 の 自由 の た め に 、 こ の 文書 は 再版 、 再 発行 、 


許可 な く 全体 また は 一 部 を コピ ー、 翻 訳 、 配 布 す る こと 。 


パー ト 1 


秘密 の 直接 行動 の 実際 的 な 方 法 


状況 に 応じ て 適用 で きる 秘密 の 直接 行動 に は 主 に 4 つの 方 法 が あり ます 
検討 中 - つま り 、 弱 体 化 / 打 倒 / 混 乱 を 求め る NS グル ー プ に 適用 され ます 。 
現在 の 反 ア ー リ ア 人 体制 を 不安 定 に し 、 そ れ に よっ て 革命 的 状況 を 生み 出す か 、 誘 発する 。 
その 4 つの 方 法 は 次 の と お り で す 。(1) 個人 の 暗殺 。 (2) 爆弾 テロ (標的 を 含む ) 
民間 人 の 死傷 者 が 出る 可能 性 が 高い 場合 ) 。 (3) シス テム の イン フラ スト ラク チャ の 妨害 行為 - 
道路 通信 、 テ レビ 送信 機 、 空 港 、 鉄 道 、 電 力 な ど 
駅 、 食 料 品 、 企 業 、 店 舗 、 金 融 機関 な ど 。 (4) テロ 
無 差 列 で あろ うと な か ろう と 、 私 た ちの 英 に 向け られ た キャ ン ペ ー ン 。 こ れ ら の それ ぞ れ の 方 法 
検討 され ます 。 た だ し 、 そ の 前 に 、Escape と 


直接 的 な 行動 に 続く [回避 。 


逃走 と 回 避 


直接 的 な 行動 が 開始 され た ら 、 関 係 者 は 次 の こと を 行う 必要 が あり ます 。 
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で きる だ け 早 くそ の 場 か ら 立 ち 去 る こと 。 特 定 の ター ゲッ ト に 対し て 何ら か の アク ショ ン が 実行 され る 前 に 、 
「 土 地 の 嘘 」 を つか み 、 作 業 を 行う た め に 、1 つ また は 複数 の 偵察 任務 を 実行 する 必要 が あり ます 。 
考え られ る 逃げ 道 を 排除 し ます 。 行 動 に 関与 する 各 人 は 、 行 動 の 前 に 自分 が 何 を する か を 決め な けれ ば な り ま せん 
何 か 問題 が 起こ っ た 場合 、 特 に 警察 か ら 異 議 を 申し 立て られ た 場合 は どう する か 
役人 また は 「 一 般 人 」。 彼 ら は 致死 性 の 物質 を 使用 する か どう か を 決定 し な けれ ば な り ま せん 
必要 に 応じ て 強制 力 を 行使 し 逃亡 また は 捕 携 を 加 羽 する た め に 致命 的 な 武力 を 行使 する こと を 決定 し た 場合 彼ら は 


そう する 準備 を し な けれ ば な り ま せん 。 


これ は 、 何 ら か の 武器 、 で きれ ば 銃 を 携行 する こと を 意味 し ます 。 行 動 の 前 に 、 
適切 な 服 を 公然 と 着用 する か どう か に つい て も 決定 する 必要 が あり ます 。 


組織 の 制服 と 記章 、 武 器 を 公然 と 携帯 する か どう か 。 


これ は 重要 で す 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な 制服 を 着 て 武器 を 公然 と 携帯 する と 、 
その 後 、 捕 ら え られ た り 捕らえ られ た り し た 場合 、 関 係 者 は 以下 の 規定 に 基づい て 「 捕 虜 」 と し て の 扱い を 要求 する こと が で きる 。 
ジュ ネー ブ 条 約 - 組織 に 所 属し 、 そ の よう な 服 を 着る こと に よっ て 以来 、 
制服 を 着 て 武器 を 公然 と 携帯 し て いる 彼ら は 、 厳 密 に は 兵士 で あり 、 兵 士 で ある こと を 要求 する こと が で きま す 。 
その よう に 扱わ れ ま す 。 た だ し .、 組 織 ま た は 軍隊 は 規則 に 従っ て 適切 に 構成 され て いる 必要 が あり ます 。 


そし て 規制 - 公 に 宣戦 布告 し 、 敵 の 名 を 挙げ な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 


関係 者 が どの 組織 に も 属し て いな い 場 合 ま た は その 者 また は その 組織 が 
理由 が 何で あれ 、 上 記 の こと を 行わ な いこ と を 決定 し た 場合 は 、 重 大 な 事態 が 発生 し た 後 で も 準備 を 整え て お く 必要 が あり ます 。 
行為 (暗殺 や 爆発 物 を 仕掛 ける な ど ) - 処分 する (で きれ ば 
燃焼 ) 履 物 や 手袋 を 含む お 着用 し た 衣類 。 武 器 に 関し て 言え ば 、 


関係 者 は 、 そ の よう な 武器 を 処分 する か 隠し て お く か を 決定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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多く の 場合 、 理 想 的 に は 武器 を 処分 する こと が 望ま し いで す が 、 次 の 場合 に は これ は 現実 的 で は な いか も し れ ま せん 。 


その よう な 武器 は 不足 し て いる か 、 再 び 必 要 に な る で し ょ よう 。 


暗殺 は 効果 的 な 秘密 の 方 法 で す が 、 重 要 な 点 が 1 つ あ り ます 。 
特定 の 状況 で は 不利 に な り ま す 。 こ れ は 暗殺 者 で ある 可能 性 が 高い 
ター ゲッ ト が 「 ハ ー ド ター ゲッ ト 」 の 場合 、 行 為 後に 捕らえ られ る か 殺害 され る 。 適 切な ター ゲッ ト が 2 つ に 分 か れる 


タイ プ : (1) ハー ド ター ゲッ ト 、 お よび (2) ソフ ト ター ゲッ ト 。 


ソフ ト タ ー ゲ ッ ト は 、 ボ ディ ー ガ ー ド や ボディ ー ガ ー ド に よっ て 何 の 保護 も 受け て いな い 個 人 で す 。 
セキ ュ リ ティ 手順 。 そ の よう な ター ゲッ ト の ほとん ど は 「 普 通 の 」 生 活 を 送っ て いま す 。 そ の よう な ター ゲッ ト の 暗殺 は 、 
脱出 と 同様 に 、 適 切な 計画 (脱出 と 回 避 の た め の ) が 事前 に 作成 され て いれ ば 、 か な り 簡 単 で す 。 
ソフ ト タ ー ゲ ッ ト に は 、 私 た ちの NS 大 義 の 英 が 含ま れ ま す 。 そ の よう な 人 々 の 例 は 次 の と お り で す 。(1) 共産 主義 者 / 
反 ナ チ ス 活動 家 。 (2) シオ ニス ト 。 (3) 反 NS 組織 の メン バー お よび 関係 者 。 (4) 
麻薬 売 人 の よう な 退廃 的 な クズ 。 (5) 反対 また は 反対 活動 を 行っ て いる 地方 お よび 国 の 政治 家 。 
私 た ちの 大 義 に 反対 し て 声 を 上 げた 人 た ち 。 (6) 裁判 官 (警察 の 保護 を 受け て いな い 場 合 ) お よび 
同志 に 懲役 刑 を 宣告 し た 地元 の 判事 。 (7) 警察 記 で ある 者 

NS 運 動 の 調査 同志 の 逮捕 な ど 、 反 NS 活 動 に 関与 

等 々 : (8 ) 計画 に 関与 する 国 お よび 地方 の 政府 職員 

(9) 「 メ ディ ア 」 と エン ター テイ メン ト の 「 人 格 」 

私 た ちの 大 義 に 反対 する 声 を 上 げた り 、 私 た ちの 人 種 に 有害 な こと を し た り 、 


私 た ちの 自由 。 
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厳し い 標的 と な る の は 、「 高 い 知名 度 」 を 持ち 、 
警察 や 警察 の 職 に 就く 権利 を 与え る 、 あ る 種 の 公式 また は 政府 の 地位 
ボディ ー ガ ー ド の 保護 。 こ の よう な 人 は 、 日 常 の 動き を 維持 し よう と する こと が よく あり ます 。 
可能 な 限り 秘密 か つ 安全 に 。 こ れ ら の こと に も か か わら ず 、 そ の よう な 標的 の 暗殺 は 依然 と し て 行わ れ て いま す 。 
比較 的 簡単 で す が 、 そ の よう な 行為 の 後に 逃げ る こと は 困難 また は 不可 能 で す 。 に よる ハー ド タ ー ゲ ッ ト 
仕事 や 公務 の 性 質 上 、 公 の 場 に 姿 を 現す 必要 が あり 、 そ の よう な 姿 や 
旅 は 決心 し た ガン マン に チャ ンス を 与え る 。 た と えば 、 厳 し い タ ー ゲ ッ ト は イギリス 人 で す 
首相 。 こ の 人 物 は 武装 し た 警察 官 に よっ て 保護 され て いる 。 人 前 に 出る と き は 、 
これ ら の 警察 官 や その 他 の 職員 は 「 一 般 人 」 を 遠ざけ 、 防 護 非常 線 を 維持 し よう と し て いる 
ター ゲッ ト の 周り 。 し か し 、 多 く の 場 合 (選挙 運動 中 な ど ) 、 
ター ゲッ ト は 一 般 大 衆 に か な り 近 づい て いま す .。 銃 撃 者 が 右側 の 適切 な 場所 に いる 場合 
時 間 - そし て これ は 多く の 場合 運 や 適切 な 機会 を 待つ こと の 問題 で す - 攻撃 が 成功 する より も 
ハン ドガ ン を 使え ば 至近 距離 で も 可能 。 適 切な ハー ド タ ー ゲ ッ ト に は 以下 が 含ま れ ま す : (1) 以下 の 選挙 で 選ば れ た 役人 
私 た ちの 大 義 に 反対 する 発言 を し た り 、 私 た ちの 人 種 や 自由 に 有害 な こと を し た り し た こと が ある - 
例え ば 国会 議員 。 総 理大 臣 政 府 大 臣 (2) 政府 関係 者 
反 NS 的 な 態度 で 行動 する 外国 一 例 : の 大 使 お よび 大 使 館 職 員 
イス ラ エ ル 米国 な どの 国 。 (3) 上 級 警 察 官 (巡査 長 、 警 察 官 等 ) 
呈 X 査 長 ) : (4) 仲間 に 懲役 刑 を 宣告 し た 裁判 官 (彼ら が 、 ま た は 


彼ら の 家 は 守ら れ て いる 。) 


最も 現実 的 な 暗殺 方 法 は 、 一 人 の ガン マン が 犯人 に 近づく こと で ある 。 
標的 を 定め 、 至 近 距 離 で ハン ドガ ン か ら 数 発 の 弾 を 発射 し ます 。 銃 を チェ ッ ク す る 必要 が あり ます 


行動 の 前 に 洗浄 し 、 可 能 で あれ ば 手 で 装填 し た 弾丸 を 使用 する 必要 が あり ます 。 
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適切 な 量 の 火薬 を 使用 し て 弾丸 の 速度 を 遅く し 、 弾 丸 が 弾丸 に 入っ た 後 、 

体 に 留まる と 、 そ こ に 留まり 、 最 大 の ダメ ー ジ を 与え ます 。 で きれ ば 鼻 の 柔らか い 弾 丸 

これ ら は 体内 で 分 解 さ れ 、 よ り 大 き な ダ メー ジ を 与え る た め 、 使 用 する 必要 が あり ます 。 一 般 に 、 そ の 方 が 良い で す 
経験 の 浅い ガン マン が 上 半身 (より 広い ター ゲッ ト エ リア ) を 狙っ て 発射 する た め 

数 ラウ ンド 。 ガ ンマ ン と ター ゲッ ト の 両方 が 動い て いる 場合 、 頭 を 用 う の は 困難 に な る 可能 性 が あり ます 

- 頭 を 選択 し た 場合 2 発 の ショ ッ ト で ほぼ 確実 に 死亡 し ます 。 手 の 代わ り と し て 最適 

この 銃 は 、 ソ フト ター ゲッ ト と ハー ド タ ー ゲ ッ ト の 両方 に 対応 し 、 ス トッ ク の 大 部 分 が 取り 除 か れ た 「 ソ ー ン オフ 」 シ ョ ッ ト ガ ン で す 。 


二 連 ショ ッ ト ガ ン は 一 般 に 「 ポ ンプ アク ショ ン 」 の も の より も 入手 が 簡単 で す 。 


ライ フル を 使っ た 難し い 目 標 に 対す る 狙撃 兵 の 攻撃 に つい て は 、 当 面 は 忘れ る の が 最善 で す 。 
- た だ し 、 ソ フト ター ゲッ ト に 対す る その よう な 攻撃 は 非常 に 有用 で す 。 難 し い 目 標 に 対す る 狙撃 攻撃 
2 つの 主 な 理由 に より 、 こ れ を 成功 させ る の は 非常 に 困難 で す 。 ま ず 、 一 発 だ け で す が 、 
通常 は 可能 で ある た め 、 優 れ た 射撃 スキ ル が 不可 欠 で す 。 第 二 に 、 警 察 と 警備 貞 


サー ビス は 、 彰 撃 兵 が 使用 する 可能 性 の ある あら ゆる 有利 な 地点 を 占領 また は カバ ー し よう と し ます 。 3 番目 の 理由 は 、 そ の よう な こと で す 


正確 な 攻撃 に は 、 か な り 特 殊 な ライ フル が 必要 で す 。 正 確 で 、 攻 撃 が 可能 な ライ フル で す 。 


解体 さて て いる た め 、 不 当 な 疑 い を 抱か ず に 持ち 運べ ます 。 近 いこ と を 繰り 返さ な けれ ば な り ま せん 


ハー ド タ ー ゲ ッ ト に 対す る 範囲 攻撃 は 、 暗 殺 者 が 逃げ る 可能 性 が ほとん ど な い こと を 意味 し ます 。 の 


暗殺 者 は 捕らえ られ る (そし て お そら く 負 傷 す る ) か 殺さ れる こと を 受け 入れ な けれ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら 


この 点 に つい て は 、 特 別 な 種類 の 人 、 つ まり 献身 的 で 勇敢 な 熱狂 者 が 必要 で す 。 


ター ゲッ ト の 近 距 離 暗殺 。 ソ フト ター ゲッ ト へ の 攻撃 の 場合 、 暗 殺 者 また は 暗 負 者 


攻撃 前 に 逃走 計画 を 立て な けれ ば な ら な い 。 暗 殺 が 成功 し た 後 は 、 ど の よう な 種類 で あっ て も 、 


組織 内 の 他 の 同志 は 、 組 織 を クレ ジッ ト す る 声明 を 発表 し な けれ ば な り ま せん 。 


必要 に 応じ て 理由 を 述べ る 。 こ れ は 、 新 聞 社 の ニュ ー ス 編集 室 へ の 電話 で ある 場合 も あれ ば 、 


ラジ オ 局 、 ま た は その よう な 場所 に 送ら れる 印刷 され た 声明 。 
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士 ミ へ 、・ 
ロロ ・ 


暗殺 に 関し て 今 従 うべ き 実 際 的 な 戦略 は 、 数 名 を 標的 に し て 殺害 する こと で ある 。 
今後 1 て 2 年 か け て ソフ ト タ ー ゲ ッ ト を 設定 し ます 。 暗 殺 に 成功 すれ ば 組織 の 名 が 知れ 渡り 、 
尊 艇 され 、 恐 れ ら れ て いる 。 こ こ で の 目的 の 1 つ は 、 対 象 と な る 人 々 の 間 に 恐 怖 の 雰囲気 を 作り 出す こと で す 。 の 
この 点 で 最も 優れ た ソフ ト タ ー ゲ ッ ト の タイ プ は 次 の と お り で す : (1) NS の 英 - 特に 反 政府 活動 を 行っ て いる 人 々 
NS 組 織 。 (2) 麻薬 密売 人 、 お よび (3) 我が国 国民 に 対す る 街頭 攻撃 に 関与 し た 者 。 
(4) NS に 対し て 発言 し た り 、 我 が 国 に と っ て 有害 な こと を 行っ た 政治 家 
人 種 と 私 た ちの 自由 (新しい 反 ア ー リ ア 法 を 支持 し た り 、 人 種 を 奨励 し た りす る な ど ) 
混合 ) 。 (2) と 3) は 優れ た プロ パガン ダ 素 材 を 提供 し ます 。 組 織 は 次 の 情報 を 発行 で きま す 。 


この よう な 退廃 的 な 反 ア ー リ ア 人 ども が つい に 裁 か れ た と の 声明 。 


実際 の レベ ル で は 、 組 織 は 適切 な ター ゲッ ト に 関す る 情報 を 収集 する 必要 が あり ます 。 
適切 な 武器 を 入手 し 、 行 動 後 の 声 明 を 準備 し ます 。 個 々 の 秘密 細胞 は 、 


その 後 、 タ ー ゲ ッ ト の リス ト が 提供 され 、 適 切な 武器 が 装備 され ます 。 


(2) 爆破 テロ 


爆 弾 テロ - これ は 、 建 造物 や 施設 に 対す る 破壊 行為 と は 異な り ます 。 
爆発 物 (以下 を 参照 ) - 基本 的 に は 「 公 共 の 場所 」 に 爆発 物 を 設置 する こと が 含ま れ ま す 。 
民間 人 / 軍 人 に 死傷 を 与え る 、 ま た は 公衆 に 損害 を 与え る 目的 で 
施設 や 構造 物 。 こ の よう な 継続 的 な 爆撃 作戦 の 主 な 目的 は 次 の と お り で す 。 (1) 
国民 の 間 で 不 確 実 性 と 恐怖 が 広がる 状況 。 (2) 公衆 に 迷惑 を か ける こと 


脅威 に 対処 する た め に 導入 され た セキ ュ リ ティ 対策 を 通じ て 。 (3) 原因 と な る 
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政府 は 警察 、 軍 隊 、 課 報 機関 財政 な どの 重要 な 資源 を 活用 し て 対抗 する 
脅威: (4) 政府 の 士気 を 損なう こと 。 (5) 戦争 に 持ち 込む こと 

敵 の 占領 し た 都市 や 町 6) 戦争 で ある と いう 認識 を 生み 出し 、 維 持 す る こと 。 
政府 の 反対 派 は 行動 し 、 そ の た め に 死ぬ 覚悟 で 戦っ て いる 。 


彼ら の 原因 。 


この よう な キャ ン ペ ー ン が 成功 し た と みな され る た め に は 、 こ れ ら の 目的 の 一 部 だ け を 達成 する 必要 が あり ます 。 
達成 。 こ の テロ 爆撃 戦術 は 、 全 体 的 な 、 ま た は 
聖なる か な 、 戦 争 が 行わ れ て お り 、 そ の よう な 戦争 が 公 に 宣言 され た と き 。 か どう か 
それ が 使用 され る か どう か 、 そ し て プロ パガン ダ に よる 不利 な 点 が 戦術 的 な 利益 を 上 回 る か どう か 
ー これ も 組織 が 考慮 し な けれ ば な ら な い 問 題 で す 。 し か し 根本 的 な 道徳 は 存在 し な い 
この 戦術 を 使用 する 秘密 組織 と 、 そ の 戦術 を 許可 する 政府 と の 違い 
軍隊 は 、(a) 航空 機 か ら 都市 に 爆弾 を 投下 する 。 (b) 町 や 都市 で 戦闘 を 行う 
民間 人 が 住ん で いる 。 (Cc) 警察 お よび 警備 サー ビス に 次 の こと を 許可 する 者 
容赦 な く 恐 怖 を 持っ て 敵 を 追い 詰め ます 。 政 府 が 主張 する 「 道 徳 的 暴挙 」 
秘密 組織 が 民間 人 を 害 する 、 あ る い は 殺 害する 可能 性 の ある 爆弾 を 仕掛 ける の を 見 て 楽し ん で くだ さい 。 
完全 に 偽善 的 - その よう な 政府 の メン バー と 軍 の メン バー 
そし て その よう な 政府 を 支援 する 民間 部 隊 は 、「 致 命 的 な 兵器 」 を 使用 する 準備 が あま り に も 整い 、 喜 ん で いる 。 


民間 人 で ある か どう か に 関係 な く 、 敵 に 対し て 「 強 制 力 」 を 行使 し ます 。 


爆撃 作戦 を 実施 する に は 主 に 2 つの 方 法 が あり 、 こ れ ら を 組み 合わ せる こと が で きま す 。 
また は 別々 に 使用 され ます 。 1 つ 目 は 、 警 告 な し に 公共 の 場所 に 爆発 物 を 設置 する こと で す 。 
その 装置 が 爆発 し て 民間 人 に 死傷 者 を も た らし た 。 2 つつ 目 は 爆発 物 を 仕掛 ける こと で す 


公共 の 場所 に 装置 を 設置 し 、 そ の エリ ア が 安全 に な る まで 十分 な 時 間 を 残し て 警告 発する こと 。 
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クリ ア さ れ ま し た が 、 デ バイ ス を 見 つけ て 安全 に する に は 時 間 が 不 十分 で し た 。 こ の 2 番目 の 例 で は 、 

デバ イス に は 「 不 正行 為 防止 」. メ カニ ズム を 取り 付け る こと が で き 通常 は 警告 が 発行 され ます 。 

爆弾 が 設置 され 、 爆 撃 機 が その 地域 か ら 離 れ た 後 ( 約 半分 の 遅れ ) 

時 間 は 通常 で す ) 。 実 用 レベ ル で は 爆発 物 の 入手 と 爆 書 の スキ ル が 必要 で す 。 

取得 し た も の を 作成 し ます 。 こ れ ら の スキ ル は 比較 的 単純 で す (マニ ュ ア ル は まだ 簡単 に 入手 で きま す )。 
た だ し .、 遠 隔 制 御 、 正 確 な タイ マー 遅延 お よび (爆弾 製造 者 に と っ て ) 安 全 な 場合 を 除き ます 。 
改ざん メカ ニズム が 懸念 され ます 。 後 者 は 非常 に 高度 な スキ ル で す 。 

確立 され た 爆弾 製造 者 か ら 学 ぶ か 、 試 行 錯誤 に よっ て 獲得 する 必要 が あり ます (これ は 

危険 な ビジ ネス で す ) 。 最 も 簡単 な 方 法 は 、「 肥 料 / 砂 糖 , 爆 弾 、 ま た は 単純 な 爆弾 を 使用 する こと で す 。 


「 釘 爆弾 」。 


ここ で の 2 つの 目的 は 次 の と お り で す : (1) シス テム を 内 部 か ら 弱 体 化 さ せる - 混乱 を 引き 起こ す 
その た め 、 一 般 の アー リア 人 の 日 常 生 活 は ます ます 影響 を 受け 、 彼 ら か ら 和 剥 堆 され る こと に な る 。 
現代 の 生活 の 快適 さ の 一 部 は 、 こ れ ら の 快適 さ が 奨 励 し て いる 部 分 が ある た め 、 
そし て 彼ら の 卑屈 で 飼い な ら さ れ た 家庭 的 な 生活 を 可能 に し ます 。 (2) リソー ス を 拡張 する 
政府 は 財政 面 と 軍事 * 安 全 保障 面 の 両方 で 、 政 府 に 以下 の こと を 強制 し て いる 。 
損傷 また は 破壊 され た も の を 修理 / 交 換 し 、 お 金 と 人 間 の リソー ス を 投入 し ます 。 


イン フラ を 保護 する た め に 電力 を 供給 し ます 。 


実際 に は 、 爆 発 物 を 使用 し て 損傷 / 破 壊す る こと が ほとん ど で す 。 
脆弱 な 構造 物 や 設備 。 適 切な ター ゲッ ト は 次 の と お り で す : (1) 送電 鉄塔 - 特に 


大 都市 へ 。 (2) テレ ビ 送 信 機 お よび 中 継 塔 。 (3) 給水 ポン プ 場 。 (4) 
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変電 所 : (5) 高速 道路 と 幹線 道路 (特に 橋 と 「 フ ライ 」) 

オー バー」) : (6) 鉄道 (特に 信号 機 と 橋 染 ) 。 (7) 食品 流通 セン ター/ 

卸売 業者 。 (8) 地下 の ガス お よび 石油 パイ プラ イン [これ ら は 現在 、 ほ と ん ど が マー ク さ れ て いま す 
道路 や 川 の 下 を 通過 する 場所 |:(9) 国内 お よび 国際 的 な 大 規模 な 工場 お よび 

工業 団地 : (10) 屋内 ショ ッ ピ ング セン ター。 (11) 石油 精製 所 。 (12) 化学 プラ ント 。 

(13) 商業 倉庫 お よび 配送 セン ター。 (14) 下水 処理 場 。 (15) 


空港 。 (16) コン テ ナ 配 送 セ ンタ ー。 (17) 燃料 配送 セン ター。 


効果 を 発揮 する に は 、 こ の 混乱 を 定期 的 に (少な く と も 6 回 に 1 回 ) 発生 させ る 必要 が あり ます 。 
数 年 間 維持 する 必要 が ある た め 、 数 か 月 程度 。 ま た 、 タ ー ゲ ッ ト の 種類 は 、 
選択 し た も の に 定期 的 に 変更 する 必要 が あり ます 。 た と えば 、1 か 月 ご と に 送電 鉄塔 が 変更 され ます 。 
倒壊 する よう に 設計 され た 爆発 物 で 攻撃 され 、 次 に テレ ビ 中 継 塔 が 攻撃 され る 。 


攻撃 を 受け 、 続 いて 高速 道路 の 橋 、 そ し て 配送 セン ター が 攻撃 され た 。 


ほとん どの ター ゲッ ト は 、 デ バイ ス に よっ て 損傷 また は 破壊 され て も 、 生 命 に 脅威 を 与え る こと は あり ませ ん 。 
警告 を 発する 必要 が ある 。 爆 発 に より 人 命 が 失 われ る 可能 性 の ある 目標 に 関し て は 、 
組織 は 、 デ バイ ス が 爆発 する 前 に 警告 を 発する か どう か を 決定 する 必要 が あり ます (た と えば 、 
高速 道路 橋 が 選択 され ます )。 警 報 を 発令 する こと が 決定 し た 場合 何ら か の 遅延 爆発 が 発生 する 
また は 、 リ モコ ン を デバ イス に 組み 込む 必要 が あり ます 。 し た が っ て 、 橋 が 選択 され た 場合 、 


デバ イス が 乗り 捨て られ た 車両 に 設置 され て いる 可能 性 が あり ます 。 


ここ で の 主 な 目的 は 損傷 と 破壊 を 引き 起こ すこ と で ある こと を 理解 する 必要 が あり ます 。 


設備 や 構造 物 。 そ の 目的 は 、 民 間 人 (また は 軍隊 で さえ も ) を 特別 に 傷つけ た り 殺 し た りす る こと で は あり ませ ん 。 
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「 爆 弾 処理 震 員 ) 。 し た が っ て 、 可 能 で あれ ば その よう な こと を 避け る よう に ター ゲッ ト を 選択 する 必要 が あり ます 。 
けが 。 し た が っ て 、 建 物 は 労働 者 が いな い 場 合 な ど に 選択 され ます 。 に あり ます 
これ ら の イン スタ ンス 、 特 に 中 継 マ スト 、 パ イロ ン な どの 孤立 し た ター ゲッ ト の 場合 は 必要 あり ませ ん 。 
爆発 物 を 隠し た り 、 不 正行 為 防止 機構 を 取り 付け た りす る た めで す 。 彼 ら は た だ そう し な けれ ば な り ま せん 
最大 の 被害 を 引き 起こ す よ うに 配置 され 、「 そ の 場 で 」 爆 発する か 、 単 純 な 爆発 物 が 取り 付け られ ます 。 


遅延 機構 。 


実用 レベ ル で は 、 爆 発 物 を 入手 し 、 情 報 を 収集 する 必要 が あり ます 。 


適切 な ター ゲッ ト 。 最 初 に 選択 され る ター ゲッ ト は 単純 な 攻撃 が 行わ れる か な り 孤 立 し た ター ゲッ ト で ある 可能 性 が あり ます 。 
ワイ ヤレ スリ モコ ン や 電子 タイ マー 起爆 装置 な し で デバ イス を 使用 する と 損傷 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 適 切な 
最初 の ター ゲッ ト に は 送電 鉄塔 で す 。 テ レビ 中 継 マ スト 。 石 油 パイ プラ イン (通常 は 6 本 以上 埋設 され て いる ) 


地下 数 フィ ー ト な の で 掘る 必要 が あり ます ) な ど 。 


まとめ : 


現実 的 な レベ ル で は 、 当 面 の 最善 の 戦略 は 次 の と お り で す 。 (1) 
数 人 の ソフ ト タ ー ゲ ッ ト の 暗殺 。 (2) 爆発 物 を 使用 し た 破壊 活動 の 開始 
脆弱 で リス ク の 低い ター ゲッ ト に 対す る デバ イス の 攻撃 。 こ れ ら の 最初 の 作業 が 完了 する と 、 
より 多く の 武器 と 訓練 を 取得 し 、 そ の 後 長期 に わた る 破壊 活動 を 行い 、 
時 命 家 を 生み 出す 目的 で 暗殺 と 反乱 を 始め る こと が で きる 
必要 な 状況 。 こ の キャ ン ペ ー ン は 継続 する 必要 が ある こと を 理解 する 必要 が あり ます 


成功 する に は 少な く と も 5 10 年 か か り ま す 。 
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組織 は 、 組 織 に 要求 で きる 実現 可能 か つ 実 践 的 な 目標 を 必要 と し て いま す 。 
政府 は 、 こ れ ら の 目的 が 理解 され た 上 で 、 行 動 が 成功 裏 に 実行 され る た びに 、 
組織 が その た め に 戦っ つて いる こと の いく つか と し て 。 こ れ ら の 目標 は 可能 な 限り 具体 的 で ある 必要 が あり ます 
理論 的 に は 政府 も 認め る は ず だ 。 そ の よう な 目的 の 1 つ は 、 政 府 に 次 の こと を 要求 する こと で す 。 
ホロ コー スト の 嘘 に 対す る 公 の 非難 。 も う 一 つ は 、 ア ー リ ア 人 に 教育 を 受け る 権利 を 要求 する こと で ある 。 


彼ら の 子供 た ち は ア ー リ ア 人 専用 の 学校 に 通っ つて いま す 。 も う 一 つ は 、 ア ー リ ア 人 に 携帯 品 の 持ち 込み を 許可 する よう 要求 する こと で ある 。 


自己 防衛 の た め に 公共 の 場 で 武器 を 使用 する こと 。 組 織 の 主 な 目的 

戦い 、 そ し て その よう な 類似 の 組織 や NS 個 人 が すべ て その た め に 戦っ つて いる の は 、 

私 た ち が 同 族 間 で 、 平 和 に 、 そ し て 秩序 に 従っ て 生き る こと が で きる 、 独 立 し た アー リア 人 の 祖国 

私 た ち 自身 の 自然 法 と アー リア 人 の 習慣 。 こ の 祖国 で は 、 私 た ち 自 身 の ア ー リ ア 人 文化 が 栄え る 可能 性 が あり ます 
私 た ちの 子供 た ち は ア ー リ ア 人 や 国家 社会 主義 の 方 法 で 教育 で きる か ら で す 。 こ の 主 な 目的 は 、 


アク ショ ン が 正常 に 実行 され る た びに 通知 され ます 。 


